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【1】非平衡散逸系の統計物理（有光敏彦，斎藤健）［論文16，修士論文1，紀要1，3，  






ここ15年近くを費やし私のグループで開発した新しい独自の理論体系 Non－  
EquilibriuⅢThermo Field Dyna皿ics（NETFD）は，非平衡開放系を扱う正準演算子形式の  
場の量子論である。この体系では，一畳子揺らぎ」と r熱揺らぎ」を「演算子代数とその  
表現空間の設定」という場の量子論における基本的立場によって扱うことが可能である。  
例えば，動的な散逸過程を真空の属性の時間的変化として捕らえることができ，系の熱平  
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（1）△Chainの研究（高田）［論文8，9，講演22］   
フラストレーションのために古典的な基底状態が局所的な連続縮退をもつ系の典型的  
な例として△Chain は興味を集めてきた。この系の低励起状態は2種の doⅦain wall  
（kinkと antikink）から成っており、kinkはexcitation energyを持たずに局在してい  
ること、理論的に解明されている。然し乍ら、また△一Chainが適用されると考えられるY  




の変形に対して、常にbound stateを形成し、変形と共にkink－antikinkの平均距離が  
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二つの極限でS二＝1ハイゼンベルグ模型とダイマー模型となる。基底状態にかんしては、二  
つのストウリング秩序変数（ダイマ一変数、Den NijsRom皿els変数）の計算を行い、ダイ  
マー相とハルデン相に区別をおこない、fullyfrustratedな対象点でボンド交代模型と同  
様に、ダイマ不安定性が存在することを示した。また、広い領域でスピンギャップを与  
える最低励起状態がkinkrantikink bbund stateであることを明らかにし、その変分によ  
る解析的表式を得た。更に、ダイマー的状態かハルデン的状態かで帯磁率の温度変化が特  
徴的な振る舞いをすることを示し、このようなモデルで表されると考えられているKCuC1  
3 の帯磁率の解析を行い、ダイマー的であることを明らかにした。（東北大学工学部助手  
中村統太氏、東京工業大学理学部講師岡本清美氏との共同研究）  
（3）He3薄膜の磁性に関する理論的研究（久保、桃井）［論文13，修士論文2，講演  
28，29，31，32，33］   
グラファイト上に吸着したヘリウム3薄膜は、適当な密度において、3角格子の結晶を  

















（1）金属強磁性の研究（久保、桃井）［論文12，講演24，25，27］   
前年度にひき続き我々は2個のバンドを持つ一次元のハバード模型について、電子数密  
度を変化させながら強磁性基底状態の出現条件を調べた。密度行列繰り込みの方法とよば  



















































田）［論文投稿中、講演40，41，42］   
超伝導転移温度直下に見られるGoldstoneモード（Carlson▼GoldmarLモード）を研究、  




無視した従来の理論的予想とは異なるものである。）。 また、転移温度近傍におけるモ  
ードの速度の温度依存性も、準粒子の存在を考慮すると従来の結論とは定性的、定量的に  
異なることを明らかにした。  
－60一   
（2）超伝導状態におけるプラズマモードの不変性に関する研究（大橋、高田）［論文準  
備中］   
これまで、波数0のプラズマモードが超伝導の影響を受けないのは、プラズマエネルギ  
ー（〟♪）が超伝導ギャップ（』）に比べはるかに大きい為とされ、その証明も絶対零度、  
〟ク ノウ∠の場合に限定されていたが、今回、両者のエネルギーの大小に関係なく、上記  
性質が成り立っことを有限温度の場合について証明した。 この結論はプラズマモードが  




講演43］   
酸化物高温超伝導、及び異方的超伝導界面においてその存在が理論的に予想されている  
自発表面電流を研究、Blochの定理を援用することで、このような表面電流の可能性がない  
ことを明らかにした。 また、このBlochの定理を電子の電荷を考慮した場合にも拡張で  
きる事を示した。  （日本学術振興会特別研究員、桃井勉氏との共同研究）  
（4）超伝導体中における異方的近藤効果の研究（大橋、高田）［論文準備中、修士論文5，  
講演44］   
超伝導状態下における近藤効果を其方的なs d相互作用の場合について研究した。数  
値繰り込み群法を利用することで、S d相互作用に関し、弱結合から強結合までを統一的  
に扱い、異方性（ム 」）に対する基底状態、局在励起状態の相囲を決定した。 結果、  
s d相互作用のある異方性領域では、等方的な系とは質的に異なる状態（局在励起状態が  
複数存在）が現れることを明らかにした。（院生、吉岡智樹氏との共同研究）  
（5）超伝導体中におけるミューオンの量子拡散の研究（大橋）［論文投稿中］   
超伝導タンタル（Ta）中におけるミューオンの量子拡散を研究、理研門野グループによ  
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【1D】地質媒体中での物質移行の解析モデル開発に関する研究（大橋）   
高レベル放射性廃棄物地下埋設処分の安全性を明らかにするため、地層中における放射  





【11】第一原理からの全エネルギー電子構造理論（押山、郡司）   
電子同士の相互作用を密度汎関数法の局所密度近似ないしは一般化密度勾配近似で扱  
い、実際の物質の原子構造とそれに伴う電子的性質を調べる研究が今年度も進められた。  







（2） 半導体表面は強相関電子系か？［論文17，講演47］   
一般的に波動関数が局在すれば電子相関の効果は大きくなる。通常の共有結合物質でも  
表面状態はバルク状態に比べて局在し、電子相関の効果が出てくる可能性もある。最近ダ  





（3） 新物質の電子構造 ［論文18，19講演48］   
ケージ状のクラスターが凝集した固体としては、カーボン60があまりにも有名である  
が、正20面体ボロンクラスター固体B12も類似のクラスター固体である。郡司は東京理  
－62一   
科大学上村胱との協同でこのボロン匪体へのドーピングの可能性を調べ、Li原子がドー  
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